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謹
ん
で
新
春
の

  

お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す

オ
ホ
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済
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当

理
事
委
員
長

総
務
金
融
担
当

理
事
委
員
長

標
が
持
続
的
・
安
定
的
に
見
通
せ
る

状
況
に
至
っ
た
」
と
し
て
、
金
融
政

策
決
定
会
合
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ス
金

利
政
策
の
解
除
を
決
定
し
、
政
策
金

利
が
引
上
げ
ら
れ
た
事
に
よ
っ
て
貯

金
金
利
は
17
年
ぶ
り
に
上
昇
と
な

り
ま
し
た
が
、
長
期
金
利
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
日
銀
の
長
期
国
債
買
い

入
れ
政
策
は
継
続
さ
れ
、
新
紙
幣
が

投
入
さ
れ
パ
リ
五
輪
が
開
催
と
な
っ

た
７
月
に
は
、「
物
価
目
標
の
持
続

的
・
安
定
的
な
実
現
の
た
め
に
利
上

げ
が
適
切
」
と
し
て
２
回
目
の
政
策

金
利
の
引
き
上
げ
も
行
わ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

９
月
の
自
民
党
総
裁
選
で
は
「
党

が
変
わ
る
姿
を
示
し
、
国
民
の
共
感

を
得
ら
れ
る
政
治
の
実
現
」
を
目
指

す
た
め
と
岸
田
総
裁
か
ら
石
破
新

政
権
に
代
わ
り
、
発
足
後
の
10
月
に

行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
払
拭
に
至

ら
ず
、
政
治
不
信
が
助
長
さ
れ
た
形

と
な
っ
て
与
党
が
大
敗
す
る
結
果
と

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

組
合
員
並
び
に
役
職
員
、
ご
家

族
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
輝
か
し
い
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
６
年
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
年
明
け
元
旦
に
石
川
県
能

登
地
方
を
震
源
と
す
る
能
登
半
島

地
震
が
発
生
し
、
北
海
道
か
ら
九
州

に
か
け
て
の
広
い
範
囲
で
揺
れ
が
観

測
さ
れ
、
牛
舎
の
倒
壊
や
断
水
、
そ

し
て
停
電
や
道
路
網
の
寸
断
等
で

私
達
の
仲
間
で
あ
る
農
業
者
を
含

む
多
く
方
が
被
害
を
受
け
、
平
成

30
年
９
月
に
発
生
し
た
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
日

本
の
歴
史
に
残
る
激
甚
災
害
と
な

り
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
に
は
２
０
１
６
年
１
月

以
降
、
大
規
模
な
金
融
緩
和
政
策

を
導
入
し
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
進
め
て

き
た
日
銀
が
「
２
％
の
物
価
安
定
目

な
り
ま
し
た
。

　

我
々
農
業
者
の
意
見
を
国
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
国
に
対
し
て

様
々
な
要
請
や
提
言
を
行
っ
て
い
た

中
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
政
策

の
実
現
に
向
け
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北

海
道
と
し
て
、
強
く
行
動
す
る
必
要

性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
秋
の
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る「
農
業
感
謝
祭
２
０
２
４
年
」

を
“
農
畜
産
物
の
還
元
と
地
域
農

業
へ
の
理
解
醸
成
”
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
、
総
勢
６
０
０
名
を
超
え
る
参

加
者
と
多
数
の
企
業
協
賛
を
賜
り

な
が
ら
、
よ
つ
葉
乳
業
㈱
の
乳
製
品

や
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
牛
、
そ
し

て
地
場
産
野
菜
等
の
還
元
販
売
を

さ
せ
て
頂
き
、
地
域
創
生
に
は
潤
い

と
活
性
化
が
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
使
命
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
数
年

前
か
ら
大
き
く
変
貌
し
て
お
り
、
国

外
に
お
い
て
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
や
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
が

長
期
化
の
様
を
呈
し
て
お
り
、
地
球

温
暖
化
に
よ
る
各
国
の
異
常
気
象

を
背
景
に
食
料
事
情
も
刻
々
と
変

化
し
、
国
際
的
な
食
料
需
給
も
逼

迫
し
た
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

食
材
に
お
い
て
も
価
格
高
騰
が
続
い

て
お
り
、
食
料
安
全
保
障
上
の
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ

と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

一
方
国
内
で
は
、「
食
料
の
安
定

供
給
」「
農
業
の
多
面
的
機
能
の
発

揮
」「
農
業
の
持
続
的
発
展
」「
農
村

振
興
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
国

民
生
活
の
安
定
向
上
と
国
民
経
済

の
健
全
な
発
展
を
目
的
に
１
９
９
９

年
に
制
定
さ
れ
た
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
」
が
四
半
世
紀
を
経

て
改
正
と
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、「
食
料

の
持
続
的
な
供
給
に
要
す
る
費
用

の
考
慮
」
が
新
設
さ
れ
、
消
費
者
も

含
め
た
関
係
者
の
理
解
醸
成
の
基
、

食
料
シ
ス
テ
ム
全
体
で
持
続
的
で
適

正
な
取
引
が
推
進
さ
れ
る
方
策
と

な
っ
て
お
り
、
生
産
性
及
び
付
加
価

値
の
向
上
と
伝
染
性
疾
病
等
の
発

生
予
防
や
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て
も

新
設
さ
れ
る
な
ど
、
気
候
変
動
に
よ

る
自
然
災
害
の
多
発
や
栽
培
適
地

の
変
化
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い

手
不
足
と
そ
れ
ら
に
伴
う
農
地
面

積
の
減
少
な
ど
様
々
な
課
題
に
直
面

し
て
い
る
中
、
諸
々
の
対
策
に
は
期

待
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶
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コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
、
非
常
に
厳
し

い
経
営
収
支
と
な
り
ま
し
た
。

　

畑
作
物
は
融
雪
が
早
く
好
天
に

恵
ま
れ
て
播
種
・
移
植
等
の
蒔
き

付
け
作
業
は
適
期
に
行
わ
れ
、
そ
の

後
も
順
調
に
推
移
し
て
秋
ま
き
小

麦
は
平
均
９・５
２
俵
の
実
績
で
過

去
２
番
目
の
反
収
と
な
り
、
紫
蘇
に

至
っ
て
は
過
去
最
高
の
作
柄
と
な
り

ま
し
た
。
一
部
南
瓜
の
播
種
後
７
月

頃
に
紋
別
地
区
に
て
集
中
豪
雨
の

影
響
を
受
け
減
収
と
な
り
し
た
が
、

甜
菜
の
糖
分
は
一
昨
年
か
ら
回
復

し
、
農
産
品
に
つ
い
て
は
全
体
的
に

平
年
作
を
上
回
る
良
い
出
来
秋
を

む
か
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

第
５
次
農
業
振
興
計
画
の
２
年

目
を
終
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
基
本
方
針
と
な
っ
て
い
る
農
業

人
材
確
保
や
再
生
産
可
能
な
持
続

的
農
業
の
実
現
と
組
合
員
の
所
得

向
上
に
向
け
て
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
計
画
の
達
成
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
中
、
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

第
31
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
に
お
い

て
、「
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持

続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
」、

「
Ｊ
Ａ
の
組
織
基
盤
の
強
化
と
健
全

な
経
営
基
盤
の
確
立
」、「
ア
グ
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
北
海
道
の
推
進
に
よ
る
農

　

基
幹
で
あ
る
酪
農
に
つ
い
て
は
、

都
府
県
に
お
い
て
恒
常
的
に
続
く

酷
暑
や
台
風
等
の
影
響
は
無
く
、

年
間
を
通
じ
て
非
常
に
安
定
し
た

気
候
の
中
で
営
農
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
１
番
牧
草
も
温
暖
な
気

温
と
適
度
な
雨
に
よ
っ
て
、
収
穫
時

期
の
天
候
に
も
恵
ま
れ
良
質
多
収

と
な
り
、
そ
の
後
２
番
牧
草
や
デ
ン

ト
コ
ー
ン
の
収
穫
ま
で
大
き
な
被
害

も
無
く
、
順
調
な
自
家
飼
料
の
確

保
と
な
り
ま
し
た
。

　

乳
製
品
の
消
費
は
本
格
的
な
回

復
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
消
費
や
国
の
対
策

並
び
に
酪
農
家
の
努
力
に
よ
り
、
昨

年
期
中
で
は
適
正
在
庫
に
ま
で
回

復
し
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
Ｒ
６
年
３
月

ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
「
生
乳
生
産

抑
制
運
動
」
は
、
昨
年
４
月
以
降

ほ
ぼ
解
除
さ
れ
た
状
況
と
な
り
、
全

道
目
標
４
０
３
万
ト
ン
・
当
Ｊ
Ａ
目

標
数
量
は
11
万
１
千
ト
ン
の
達
成
に

向
け
て
地
域
酪
農
家
が
一
丸
と
な
り

日
々
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
昨

年
の
猛
暑
の
影
響
に
よ
る
受
胎
率
の

低
下
や
生
産
抑
制
に
よ
る
経
産
牛

淘
汰
等
の
影
響
も
あ
り
、
生
乳
生

産
目
標
達
成
に
つ
い
て
は
厳
し
い
状

業
・
食
・
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
醸
成
」
の

３
つ
の
議
案
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
産
資
材
等
の
価
格
高
騰
や
食

料
品
を
始
め
と
す
る
生
活
物
資
の

値
上
げ
に
よ
り
、
組
合
員
も
一
般
消

費
者
も
厳
し
い
現
状
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ
ら
た
め

て
生
産
現
場
の
行
動
変
容
を
促
し

な
が
ら
、
１
段
加
速
し
た
生
産
性
向

上
に
取
り
組
み
、
再
生
産
可
能
な
コ

ス
ト
を
考
慮
し
た
取
引
の
実
現
に
向

け
て
理
解
を
求
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
事
業
も
あ
と
僅
か

で
す
。
厳
し
い
農
業
情
勢
・
環
境
下

で
あ
り
ま
す
が
、
光
明
を
見
い
だ
せ

る
結
果
を
残
せ
る
と
自
負
し
て
お

り
、
財
務
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら

組
合
員
へ
の
還
元
に
つ
い
て
も
実
施

し
て
参
り
ま
す
。
結
び
と
な
り
ま
す

が
、
地
域
農
業
へ
の
深
い
ご
理
解
ご

協
力
を
頂
い
て
い
る
紋
別
市
・
滝
上

町
・
西
興
部
村
に
感
謝
す
る
と
共
に
、

こ
の
１
年
が
天
候
に
恵
ま
れ
、
実
り

の
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、
そ

し
て
組
合
員
並
び
に
御
家
族
の
皆

様
が
笑
顔
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
年

と
な
る
事
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し

上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

況
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
（
牛
乳
年

度
）
の
当
Ｊ
Ａ
生
乳
生
産
目
標
数
量

も
決
定
し
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り

も
多
い
12
万
ト
ン
強
の
枠
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
精
力
的
に
昨
年
以
上
の

実
績
を
残
せ
る
よ
う
な
生
乳
生
産

を
す
る
こ
と
で
、
実
績
重
視
と
な
る

Ｒ
８
年
度
以
降
の
Ｊ
Ａ
生
乳
生
産
枠

を
勝
ち
取
る
と
同
時
に
、
安
心
し
て

酪
農
経
営
が
出
来
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

畜
品
全
般
に
つ
い
て
は
生
乳
の
生

産
抑
制
余
波
と
一
昨
年
の
猛
暑
等
に

よ
る
分
娩
時
期
の
ズ
レ
が
影
響
し
、

昨
年
前
半
迄
は
初
生
ト
ク
や
初
妊

牛
の
市
場
等
へ
の
供
給
頭
数
が
少
な

く
高
値
と
な
り
ま
し
た
。
７
月
以

降
は
出
回
り
頭
数
が
回
復
し
た
一
方

で
、
資
材
や
燃
油
価
格
等
の
高
騰
や

生
乳
生
産
農
家
の
離
農
等
に
よ
り

道
内
外
の
需
要
も
低
く
購
買
意
欲

も
消
極
的
で
、
初
妊
牛
や
育
成
牛

の
相
場
が
低
調
と
な
っ
て
価
格
も
前

年
を
下
回
る
情
勢
が
続
き
ま
し
た
。

畜
品
価
格
は
師
走
を
前
に
僅
か
に

回
復
基
調
で
す
が
、
肉
牛
農
家
に
お

い
て
は
安
定
し
た
消
費
地
と
の
有
利

販
売
契
約
は
あ
る
も
の
の
、
燃
油
・

配
合
飼
料
等
の
価
格
高
騰
が
生
産

監

事

　
　

〃　
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課
長

営
農
支
援
一
課
長

営
農
支
援
二
課
長

酪
農
畜
産
課
長

池
野　
　

徹

古
屋　

敦
嗣

田
村　

裕
太

温
水　
　

愛

伊
藤　

孝
道

坂
本　

修
作

野
表　

耕
二

松
田　

寿
海

井
上　

牧
子

須
長　

怜
也

佐
藤
真
由
美

桑
原　

桂
司

古
屋　

将
志

他　

職
員
一
同

代
表
理
事
組
合
長

農
業
振
興
課
長

生
産
資
材
課
長

永
峰　

勝
利

永
井　

靖
彦

大
谷
内
政
尚

喪
中
に
つ
き

　
　

欠
礼
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

3
【全体運】�運勢に勢いがあり好情報をキャッチできます。あれこれやってみるといいでしょう。試行錯誤すると得

るものあり
【健康運】軽い気持ちで始めた運動が大当たり。試してみて
【幸運の食べ物】水菜



に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、消
費
者
の
皆
様
に
は
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
統
一
の
情

報
発
信
の
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
「
ア

グ
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
北
海
道
」
を
浸

透
さ
せ
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な

情
報
発
信
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上

に
農
業
・
食
・
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
が
提
唱
す
る「
国
消
国
産
」

の
認
知
を
広
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年

は
巳
年
で
す
。
巳
（
ヘ
ビ
）
は
冬

眠
か
ら
目
覚
め
地
上
に
這
い
出
す

こ
と
か
ら
、
冬
に
根
を
は
っ
た
草

木
が
芽
を
出
し
「
新
し
い
種
子
が

生
ま
れ
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る

と
言
わ
れ
、
転
じ
て
、
巳
年
は
力

を
蓄
え
て
い
た
も
の
が
芽
を
出
す

「
起
点
」
の
年
、
脱
皮
す
る
特
性

と
併
せ
「
再
生
と
誕
生
」
を
意
味

す
る
年
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
謂
わ
れ
に
あ
や
か
り
、
本

年
が
北
海
道
農
業
の
飛
躍
の
起
首

と
な
る
こ
と
、
皆
様
の
ご
多
幸
と

ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

近
年
、
気
候
変
動
等
に
よ
る
自

然
災
害
の
多
発
や
栽
培
適
地
の
変

化
、
国
際
紛
争
や
急
激
な
円
安
の

進
行
に
よ
る
飼
料
・
肥
料
を
は
じ

め
と
し
た
生
産
資
材
の
高
止
ま
り

が
農
業
経
営
に
甚
大
な
影
響
を
与

え
て
お
り
、
農
業
・
農
村
を
取
り

巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
に
は
、
四
半
世
紀
ぶ
り
に

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
が
改

正
さ
れ
、
現
状
に
即
し
た
基
本
理

念
の
見
直
し
と
、「
食
料
安
全
保

障
の
抜
本
的
な
強
化
」、「
環
境
と

調
和
の
と
れ
た
産
業
へ
の
転
換
」

等
の
実
現
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。
政
府
は
、
初
動
５
年
間
を
農

業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
と

位
置
づ
け
、
施
策
を
集
中
的
に
実

行
す
る
と
と
も
に
、
今
年
３
月
に

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
を

策
定
す
る
べ
く
引
き
続
き
検
討
を

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
々
営
農
に
更
に
邁
進

さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　

ま
た
、
組
合
員
・
役
職
員
の
皆

様
が
一
丸
と
な
り
地
域
農
業
の
振

興
や
地
域
社
会
の
発
展
に
向
け
、

日
頃
よ
り
多
大
な
ご
尽
力
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
改

め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
北
海
道
農
業
に
つ
い
て

は
、
春
先
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
、

各
作
物
の
生
育
は
全
般
的
に
平

年
よ
り
も
早
く
進
ん
で
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
夏
場
は
猛

暑
・
豪
雨
に
よ
る
記
録
的
な
高
温

多
湿
の
影
響
を
受
け
、
各
作
物
等

の
収
量
お
よ
び
品
質
に
影
響
が
出

た
年
と
な
り
ま
し
た
。

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
し
て

は
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
と
持

続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
の

た
め
に
、
農
地
の
確
保
お
よ
び
適

正
利
用
の
強
化
、
食
料
・
自
給
飼

料
等
の
安
定
生
産
・
供
給
と
環
境

負
荷
軽
減
の
両
立
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
そ
れ
を
後
押
し
す
る
力
強

い
政
策
支
援
を
求
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
第
31
回
Ｊ
Ａ
北

海
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、「
食
料

安
全
保
障
の
強
化
と
持
続
可
能

な
北
海
道
農
業
の
確
立
」、「
Ｊ
Ａ

の
組
織
基
盤
の
強
化
と
健
全
な
経

営
基
盤
の
確
立
」、「
ア
グ
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
北
海
道
の
推
進
に
よ
る
農

業
・
食
・
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
醸
成
」

の
３
つ
の
議
案
を
決
議
い
た
し
ま

し
た
。

　

今
後
、議
案
の
達
成
に
向
け
て
、

組
合
員
・
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
が
一
丸

と
な
っ
て
、
生
産
現
場
の
行
動
変

容
と
組
合
員
の
意
思
結
集
に
よ
る

農
政
運
動
、
Ｊ
Ａ
の
経
営
管
理
の

高
度
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に

よ
る
業
務
効
率
化
・
生
産
性
向
上

令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た
り

令
和
７
年
の
年
頭
に
あ
た
り

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

 

代
表
理
事
会
長

代
表
理
事
会
長　

樽
井

　

樽
井 　

功

　

功
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JAグループ北海道の
　農政活動強化に向けて 第6回
女性部上渚滑支部　慰安旅行

JAグループ北海道の
　農政活動強化に向けて 第7回
JAで職場体験！

P14➡P15 ワンポイントアドバイス　 令和６年産・
１番草細断サイレージの傾向

P10

食卓を彩る旬のレシピP11

親子で工作
　ペットボトルをアップサイクルP12➡P13

令和６年度
　役員海外視察研修P8➡P9

JAグループ北海道の
　農政活動強化に向けて
　最終回
第31回 ＪＡ北海道大会

P7

4
【全体運】�遊び心が新しい可能性を呼び込みます。近道を選ばずに遠回りもいいでしょう。下旬は運気が上昇しま

す。挑戦が吉
【健康運】つい食べ過ぎてしまいがち。よく体を動かして
【幸運の食べ物】ナバナ

新採用職員挨拶
読者の声



新年のご挨拶　
　代表理事組合長 永峰勝利
令和７年の年頭にあたり
　北海道農業協同組合中央会 
　代表理事会長 樽井功

P2➡P4

10
月
29
日︵
火
︶~
30
日︵
水
︶の
２
日
間
、
女

性
部
上
渚
滑
支
部
で
１
泊
２
日
の
慰
安
旅
行
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
部
員
６
名
は
札
幌

に
向
け
て
バ
ス
で
出
発
い
た
し
ま
し
た
。
途
中
で

立
ち
寄
っ
た
砂
川
で
は
昼
食
休
憩
の
他
、﹁
み
ん

な
の
工
場
﹂
と
い
う
北
海
道
発
の
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ

ク
ブ
ラ
ン
ドS

H
IR
O

の
製
品
を
製
造
す
る
工
場

で
、
自
分
の
好
き
な
香
り
を
ブ
レ
ン
ド
す
る
フ
レ

グ
ラ
ン
ス
作
り
を
体
験
い
た
し
ま
し
た
。
札
幌

に
着
い
て
か
ら
は
自
由
時
間
を
設
け
、
夜
に
は

皆
揃
っ
て﹁
鶴
雅
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ
札
幌
﹂

で
お
い
し
い
お
食
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
帰
り

は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
旭
川
西
で
思
い
思
い
に
お
買

い
物
を
楽
し
ま
れ
、
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

　

終
始
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
笑
い
の
絶
え
な
い

充
実
し
た
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
上
渚
滑
支
部

女
性
部
上
渚
滑
支
部

 

慰
安
旅
行

慰
安
旅
行

P5 JAグループ北海道の
　農政活動強化に向けて 第6回
女性部上渚滑支部　慰安旅行

P6 JAグループ北海道の
　農政活動強化に向けて 第7回
JAで職場体験！

5
【全体運】�運勢は吉凶混合。気持ちを素早く切り替え、ポジティブに行きましょう。チャンスをつかまえに行く心

構えが大事
【健康運】突然の痛み、発熱に注意。常備薬を確認して
【幸運の食べ物】マイタケ



11
月
14
日
︵
木
︶
~
15
日
︵
金
︶
の
２
日
間
、
紋
別
中
学

校
２
年
の
佐さ

と
う藤

匠し
ょ
う
ま真

さ
ん
が
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
に

職
場
体
験
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。﹁
生
徒
が
実
際
に
働
く
人
と

接
し
、
知
識
や
技
術
・
技
能
に
触
れ
働
く
こ
と
の
意
義
を
理

解
す
る
﹂
こ
と
を
目
的
に
職
場
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
企
画
管
理
課
よ
り
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
酪
農
畜
産
課
職
員
と
共
に

紋
別
家
畜
市
場
と
よ
つ
葉

乳
業
㈱
北
見
工
場
の
見
学

を
行
い
ま
し
た
。
２
日
目

は
生
産
資
材
課
職
員
と
荷

物
の
配
送
業
務
を
行
い
、

匠
真
さ
ん
か
ら
は
﹁
働
く

こ
と
の
大
変
さ
を
実
感
で

き
ま
し
た
﹂
と
職
場
体
験

の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
職
場
体
験
を
通

し
て
、
農
業
・
農
協
に
興

味
を
も
っ
て

頂
け
る
こ
と

を
期
待
し

て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
職
場
体
験

Ｊ
Ａ
で
職
場
体
験
！！

6
【全体運】�運勢はスロースタート。時間をかけて取り組めば状況に変化が。思わぬところから助け舟も現れそうで

す
【健康運】ビタミンCをしっかり取って風邪を予防
【幸運の食べ物】キンカン



　

組
織
・
事
業
の
強
化
を
図
る
べ
く
、
各
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

が
一
堂
に
会
し
て
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
等
と
の
十
分
な
討
議
を

通
じ
て
策
定
し
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
基
本
方
針
を

３
カ
年
毎
に
確
認
す
べ
く
第
31
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
が
去
る

11
月
20
日
︵
水
︶、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
意
義
で
あ
り
ま
す
意
思
結
集
を
一
体
的
に
感
じ
て
も

ら
う
た
め
、
実
参
加
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
全
道
く
ま
な
く

共
有
す
る
た
め
に
Ｗ
ｅ
ｂ
視
聴
参
加
も
可
能
と
し
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
方
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
お
よ
そ

２
千
名
が
集
結
し
、
全
て
の
大
会
議
案
に
つ
い
て
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は﹁
食
料
安
全
保
障
の
強
化
﹂と﹁
農
業
所
得
の
確
保
﹂、

﹁
人
材
の
確
保
﹂
な
ど
着

実
な
実
戦
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

第第
3131
回回 

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

役
職
員
・Ｊ
Ａ
青
年
部
長
・
女
性
部
長
参
加

役
職
員
・Ｊ
Ａ
青
年
部
長
・
女
性
部
長
参
加

7
【全体運】�好調運です。努力が実り活躍の機会を得られます。注目されやすいのでおしゃれにカを入れて。レジャー

が吉
【健康運】スマホやテレビはほどほどに。肩のストレッチが◎
【幸運の食べ物】ロマネスコ



も
あ
る
為
、私
達
が
牛
舎
に
立
ち
入
っ
て
も
牛
は
立
ち

上
が
っ
た
り
せ
ず
、と
て
も
落
ち
着
い
て
お
り
、乳
量

は
少
な
い
が
足
腰
が
強
く
メ
ン
タ
ル
も
強
い
牛
で
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。
牛
達
は
６
～
９
月
は
山
に
上
が
る
為

11
～
３
月
の
間
に
分
娩
す
る
よ
う
種
付
け
を
行
い
ま
す

が
、山
か
ら
下
り
た
後
は
、１
週
間
に
最
低
２
回
は
放
牧

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
決
ま
り
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ス
イ
ス
に
は
国
に
よ
る
農
家
へ
の
所
得
補
償
措
置
と

し
て
直
接
払
い
制
度
が
あ
り
、土
地
の
所
有
は
国
で
あ

り
、牛
の
頭
数
と
管
理
す
る
土
地
の
傾
斜
度
合
い
に
よ

り
、１
ha
当
た
り
１
，０
０
０
～
１
，５
０
０
ス
イ
ス
フ

ラ
ン（
≒
17
～
25
万
円
）支
払
わ
れ
、全
て
合
わ
せ
る
と

生
乳
販
売
額
よ
り
多
く
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
農

場
で
は
年
間
60
ｔ
の
生
乳
を
出
荷
し
て
お
り
、拘
り
だ

け
で
は
生
活
が
厳
し
く
、施
設
等
を
案
内
し
て
く
れ
た

従
業
員
は
、冬
期
間
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
係
を
し
て
お

り
、現
状
で
は
皆
が
副
業
を
持
っ
て
い
る
と
の
事
で
す

が
、酪
農
経
営
だ
け
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
自
分
に

と
っ
て
夢
で
あ
る
と
語
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、生

活
す
る
上
で
は
大
変
そ
う
で
あ
り
ま
す
が
、８
０
０
年

続
い
て
い
る
伝
統
が
あ
る
か
ら
こ
そ
後
継
者
は
勿
論
の

事
、地
域
の
若
者
も
含
め
山
岳
酪
農
に
対
し
非
常
に
関

心
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
地
域
に
お
い
て
後
継
者
が
い
な
い
場
合

は
、近
隣
の
農
場
と
共
同
体
に
よ
る
経
営
継
承
を
行
っ

て
い
く
為
、他
の
地
域
か
ら
新
た
な
就
農
者
を
受
け
入

れ
る
こ
と
は
無
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

一
通
り
の
視
察
を
終
え
た
後
、牛
舎
２
階
を
改
造
し

た
ゲ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス
で
、こ
の
農
場
の
牛
乳
で
作
ら
れ
た

自
家
製
チ
ー
ズ
や
お
母
さ
ん
が
作
っ
た
パ
ン
等
を
ご
馳

走
に
な
り
な
が
ら
、農
場
の
ご
家
族
と
の
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。

　

こ
の
村
は
観
光
と
農
業
が
共
存
し
て
お
り
、豊
か
な

自
然
が
あ
っ
て
こ
そ
生
産
基
盤
の
維
持
だ
け
で
は
な

く
、景
観
や
生
態
系
の
維
持
が
重
視
さ
れ
、農
業
生
産
者

へ
の
直
接
払
い
に
よ
り
観
光
も
成
り
立
っ
て
い
る
と
強

ス
イ
ス　
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト

マ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
農
場
（
ア
ル
プ
農
法
）

ド
イ
ツ　
リ
ュ
ー
デ
ス
ハ
イ
ム

ワ
イ
ナ
リ
ー（
ゲ
オ
ル
グ
・
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
）

ド
イ
ツ　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

ク
ラ
イ
ン
マ
ル
ク
ト
ハ
レ
市
場

　

視
察
先
は
ス
イ
ス
の
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
と
い
う
ア

ル
プ
ス
山
脈
の
麓
に
あ
り
、標
高
３
，４
５
４
ｍ
の
ユ
ン

グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
駅
ま
で
続
く
山
岳
鉄
道
の
入
口
の
村

で
す
。
農
業
と
観
光
を
両
立
し
て
お
り
、建
物
の
建
築

に
は
三
角
屋
根
で
あ
る
こ
と
や
大
き
な
も
の
は
建
て
ら

れ
な
い
等
の
規
制
に
よ
り
伝
統
的
な
木
造
家
屋
が
並

び
、一
般
の
道
路
脇
ま
で
人
の
手
に
よ
り
草
が
刈
ら
れ

て
お
り
、と
て
も
良
い
景
観
の
街
並
み
で
す
。
グ
リ
ン

ド
は
岩
、ワ
ー
ル
ド
は
森
で
岩
が
隆
起
し
て
出
来
た
地

形
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
農
家
世
帯
数
は
１
５
０
戸
ほ

ど
あ
り
、農
地
面
積
は
地
域
の
約
８
割
を
占
め
、村
の
収

入
の
９
割
は
観
光
で
あ
り
ま
す
。

　

マ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
農
場
は
、育
成
牛
を
合
わ
せ
て
総

頭
数
40
頭
飼
養（
内
経
産
牛
16
頭
）し
て
い
る
酪
農
家

で
、現
在
は
経
営
主
で
あ
る
母
と
後
継
者
、孫
、従
業
員

に
よ
り
経
営
し
て
お
り
、乳
牛
の
他
に
牛
が
立
ち
入
れ

な
い
場
所
の
草
を
食
べ
さ
せ
る
為
の
山
羊
を
16
頭
、そ

し
て
観
光
の
為
の
馬
を
10
頭
飼
養
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
の
地
域
で
は
１
戸
あ
た
り
10
～
20
頭
程
度
の
搾

乳
牛
を
飼
養
し
て
お
り
、６
月
～
９
月
の
期
間
１
０
０

日
程
度
は
チ
ー
ズ
職
人
に
牛
を
預
け
、チ
ー
ズ
職
人
は

２
～
３
戸
の
農
場
よ
り
30
～
40
頭
の
牛
を
預
か
り
、標

　

６
年
振
り
と
な
る
役
員
海
外
研
修
は
、紋
別
空
港
発
着
に
よ
り
11
月
６
日（
水
）か
ら
11
月
15
日（
金
）ま
で（
８
泊

10
日
）の
日
程
に
お
い
て
、ス
イ
ス
の
ア
ル
プ
ス
山
脈
の
麓
で
酪
農
を
営
ん
で
い
る
農
場
、ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
近
郊
で
バ
イ
オ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
農
法
を
実
践
し
て
い
る
農
場
、ま
た
ハ
ノ
ー
バ
ー
で
は
２
年
に
１
度
開
催
さ

れ
る
世
界
最
大
級
の
酪
農
畜
産
機
械
展（
ユ
ー
ロ
テ
ィ
ア
）、そ
し
て
ド
イ
ツ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
や
市
場
等
を
視
察
し

て
参
り
ま
し
た
の
で
、ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

高
１
，５
０
０
～
２
，０
０
０
ｍ
程
度
ま
で
山
に
上
が
り
、

山
岳
地
帯
で
放
牧
し
な
が
ら
チ
ー
ズ
を
作
っ
て
お
り
、

ア
ル
プ
ス
の
牧
草
地
に
牛
や
山
羊
が
戯
れ
、「
ア
ル
プ
ス

の
少
女
ハ
イ
ジ
」
の
世
界
を
彷
彿
と
さ
せ
る
ア
ル
プ
農

法
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
山
岳
の
放
牧
地
に
は
搾
乳
施

設
や
チ
ー
ズ
工
房
が
あ
り
、こ
の
農
場
で
生
産
さ
れ
た

牛
乳
か
ら
今
年
は
１・
８
㌧
の
チ
ー
ズ
を
作
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
チ
ー
ズ
は
自
家
用
と
し
て
食
す
る
ほ
か
販

売
も
し
て
お
り
、最
近
は
直
売
所
も
増
え
た
よ
う
で
す
。

牛
が
山
に
登
っ
て
放
牧
さ
れ
て
い
る
間
に
麓
で
は
年
２

～
３
回
採
草
し
、ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
と
し
て
越
冬
用

の
飼
料
を
蓄
え
ま
す
。

　

ス
イ
ス
で
は
美
し
い
景
観
を
維
持
す
る
為
、草
刈
り

作
業
は
一
般
住
民
も
行
い
、国
か
ら
助
成
金
が
支
出
さ

れ
ま
す
。

　

農
場
に
は
度
々
観
光
客
も
立
ち
寄
っ
た
り
す
る
こ
と

　
「
ク
ラ
イ
ン
マ
ル
ク
ト
ハ
レ
」
と
は
小
さ
な
市
場
と
い

う
意
味
で
、フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
中
心
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
有
名
な
「
レ
ー
マ
ー
広
場
」
か
ら
徒
歩
５
分
く
ら

い
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、一
般
人
だ
け
で
は
な
く
飲
食
店
を

経
営
さ
れ
て
い
る
方
も
仕
入
れ
に
来
る
屋
内
市
場
で
フ

く
感
じ
ま
し
た
。

　

古
代
ロ
ー
マ
人
が
持
ち
込
ん
だ
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

リ
ュ
ー
デ
ス
ハ
イ
ム
の
ワ
イ
ン
作
り
は
、１
，０
０
０
年
近

く
の
歴
史
が
あ
り
、中
世
の
古
城
と
ブ
ド
ウ
畑
が
織
り

成
す
ラ
イ
ン
川
沿
い
の
景
観
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
「
ラ

イ
ン
渓
谷
中
流
上
部
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

リ
ュ
ー
デ
ス
ハ
イ
ム
周
辺
に
は
家
族
で
代
々
ワ
イ
ン

を
醸
造
し
て
い
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
ほ
と
ん
ど
で
、広
範

囲
に
点
在
し
て
お
り
ま
す
。
リ
ー
ス
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ

る
白
ワ
イ
ン
が
主
流
で
あ
り
、ぶ
ど
う
の
一
粒
一
粒
を
手

作
業
で
収
穫
し
て
お
り
、ワ
イ
ン
の
生
産
量
も
限
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ブ
ロ
イ
ヤ
ー
醸
造
所
で
は
約
40
　

ha
の
畑
で
ぶ
ど
う
が

生
産
さ
れ
て
お
り
、土
壌
よ
り
豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
与

え
ら
れ
、寒
暖
差
の
あ
る
気
候
と
熱
吸
収
効
率
の
良
い

傾
斜
面
に
よ
っ
て
、ラ
イ
ン
川
か
ら
の
太
陽
熱
の
反
射

を
受
け
、酸
味
を
残
し
な
が
ら
よ
く
熟
し
た
果
実
を
収

穫
す
る
こ
と
が
出
来
る
そ
う
で
す
。

　

醸
造
所
施
設
内
を
案
内
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、４
種

類
の
ワ
イ
ン
を
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、そ
れ
ぞ
れ
口
あ
た
り
の
異
な
る
風
味
と
と
て
も
良

い
香
り
で
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
味
わ
い
を
体
験
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

令
和
６
年
度  

役
員
海
外
視
察
研
修
報
告

8
【全体運】�つまずきを感じたら変えどき。違和感はそのままにせず向き合ってみましょう。良い気付きを得られま

す。掃除が吉
【健康運】栄養バランスの取れた食事を心がけて
【幸運の食べ物】キウイフルーツ



ド
イ
ツ　
ハ
ノ
ー
バ
ー

ユ
ー
ロ
テ
ィ
ア
２
０
２
４

ド
イ
ツ　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

ド
ッ
テ
ン
フ
ェ
ル
ダ
ー
ホ
フ
農
場

�

（
デ
メ
タ
ー
認
証
農
場
）

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
台
所
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

敷
地
面
積
は
１
，５
０
０
㎡
程
で
敷
地
全
体
に
60
程

の
店
舗
が
立
ち
並
び
様
々
な
食
品
が
売
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
色
々
な
野
菜
や
と
て
も
美
味
し
そ
う
な
果
物
、焼

き
立
て
の
パ
ン
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
並
ぶ
精
肉
店
、近
隣

国
か
ら
取
り
寄
せ
た
チ
ー
ズ
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
と
言
え
ば
ビ
ー
ル
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
連
想
さ
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、精
肉
店
で
は
ガ
ラ
ス
ケ
ー

ス
い
っ
ぱ
い
に
太
さ
や
色
、大
き
さ
が
違
う
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ハ
ム
が
並
ん
で
お
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
食
品
も
量
り
売
り
が
一
般
的
で
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。
伝
統
的
な
市
場
の
雰
囲
気
と
現
代
的

な
国
際
特
産
品
の
融
合
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
作
ら
れ
て
お

り
、各
店
舗
１
㎡
当
た
り
月
額
１
２
，０
０
０
円
程
度
で

借
り
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
農
場
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
10
　

km
程
の
郊
外

に
あ
り
、ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ト
人
種
が
住
ん
で
い
た
場
所

に
存
在
し
、多
彩
な
農
業
を
行
っ
て
い
る
農
場
で
す
。

敷
地
内
に
は
修
道
院
で
あ
っ
た
歴
史
的
建
築
物
が
あ
る

他
、こ
の
ド
イ
ツ

で
１
６
１
８
年
か

ら
30
年
間
続
い
た

“
最
後
で
最
大
の

宗
教
戦
争
”
と
語

り
継
が
れ
る
カ
ト

リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
争
い

が
あ
っ
た
地
で
、

当
時
の
建
造
物
も

残
っ
て
い
る
場
所

で
す
。

　

１
９
６
０
年

　
「
ユ
ー
ロ
テ
ィ
ア
」
は
世
界
最
大
規
模
の
酪
農
・
畜
産

機
械
展
で
あ
り
、１
９
９
３
年
よ
り
ほ
ぼ
２
年
に
１
度

開
催
さ
れ
、今
回
で
16
回
と
な
り
ま
す
。

　

僅
か
４
日
間
の
開
催
日
程
で
あ
り
ま
す
が
、世
界
中

か
ら
10
万
人
以
上
の
来
場
と
な
り
、日
本
を
含
む
世
界

50
以
上
の
国
々
、２
，２
０
０
を
超
え
る
企
業
・
団
体
が

出
展
し
、10
棟
以
上
あ
る
非
常
に
大
き
な
建
物
内
に
最

新
の
酪
農
機
械
や
最
先
端
技
術
を
披
露
す
る
場
で
も
あ

り
ま
す
。
各
ブ
ー
ス
内
で
は
専
門
家
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、あ

る
建
物
の
一
角
で
は
家
畜
の
セ
リ
も
行
わ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
私
た
ち
は
畜
産
を
革
新
す
る
」

世
界
の
酪
農
畜
産
業
界
が
気
候
変
動
や
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
、ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
向
上
、飼
料
価
格
の

高
騰
、家
畜
伝
染
病
拡
大
な
ど
様
々
な
課
題
に
直
面
し

て
お
り
、一
刻
も
早
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、多

く
の
課
題
解
決
に

つ
な
げ
る
為
に
、

ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ

等
の
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
駆
使
し
た
最

新
機
器
、そ
し
て

メ
ー
カ
ー
各
社
の

優
れ
た
独
自
技

術
に
よ
っ
て
、従

来
の
酪
農
・
畜
産

を
“
革
新
”
す
る

と
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
感

代
か
ら
バ
イ
オ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
農
法（
農
薬
や
化
学
肥

料
を
使
わ
な
い
等
の
農
法
）を
実
践
し
、通
常
の
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
基
準
よ
り
も
厳
し
い
“
デ
メ
タ
ー
基
準
”
に
よ

り
有
機
農
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
も
出

来
る
限
り
地
域
で
循
環
さ
せ
る
と
い
っ
た
拘
り
を
持
つ

農
場
で
す
。〔
§
Ｅ
Ｕ
か
ら
20
万
€（
≒
32
百
万
円
）の

支
援
金
有
り
〕

　

経
営
地
面
積
は
２
４
０
ha（
大
麦
・
小
麦
・
野
菜
・

果
樹（
内
10
　

ha
り
ん
ご
）等
１
４
０
ha
、採
草
地
・
放
牧

地
１
０
０
ha
）で
、肥
料
を
購
入
せ
ず
自
家
堆
肥
の
有
効

利
用
に
よ
り
土
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
、家
畜
へ
の
飼

料
も
一
部
購
入
し
て
い
る
も
の
の
、殆
ど
が
自
家
生
産

に
よ
っ
て
賄
っ
て
お
り
ま
す
。
搾
乳
牛
は
≒
80
頭（
１
頭

当
た
り
６
，０
０
０
kg
／
年
）、そ
し
て
３
頭
の
種
牛
を

飼
養
し
て
お
り
、繁
殖
は
全
て
自
然
交
配
に
よ
る
も
の

で
す
。
ま
た
、養
豚
も
行
っ
て
お
り
種
豚
は
６
頭
、に
わ

と
り
は
１
，４
０
０
羽
、そ
の
他
に
ハ
チ
ミ
ツ
を
採
取
す

る
た
め
の
設
備
も
あ
り
ま
す
。
牛
乳
か
ら
チ
ー
ズ
を
作

り
、チ
ー
ズ
製
造
時
の
副
産
物
で
あ
る
ホ
エ
ー
は
豚
に

給
与
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、製
造
し
た
チ
ー
ズ
は

旧
修
道
院
で
あ
っ
た
建
物
の
地
下
で
熟
成
さ
せ
て
お
り

ま
す
。（
§
農
業
で
得
た
も
の
は
全
て
利
用
す
る
循
環

型
農
業
を
実
践
し
て
い
る
）

　

農
場
で
は
２
０
０
人
以
上（
日
本
人
女
性
１
名
含
む
）

の
従
業
員
が
お
り
、そ
の
内
敷
地
内
の
ア
パ
ー
ト
や
ト

レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
等
に
は
家
族
を
含
め
１
０
０
人
程
度

が
居
住
し
て
お
り
ま
す
。
生
産
物
は
敷
地
内
で
直
売
所

を
兼
ね
た
ス
ー
パ
ー
で
も
販
売
さ
れ
、野
菜
と
果
物
は

こ
こ
だ
け
で
の
商
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
市
街
か
ら
も
多
く
の
方
々
が
買
い
に
来
る
そ
う

で
す
。
そ
の
他
の
販
売
所
も
含
め
販
売
担
当
は
70
人
程

度
お
り
、パ
ン
と
ケ
ー
キ
担
当
は
10
人
で
最
も
利
益
が

あ
る
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。〔
§
農
場
全
体
の
総
売

上
額
は
１
，５
０
０
万
€（
≒
24
億
円
）〕

　

自
然
に
優
し
い
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
パ
ン
工
房
で
は
自

家
産
の
小
麦
粉
を
使
い
、近
く
の
森
で
切
っ
て
き
た
薪

で
燃
や
す
昔
な
が
ら
の
石
焼
窯
で
パ
ン
を
焼
い
て
お

り
、こ
の
農
場
の
食
文
化
や
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。

じ
ら
れ
ま
し
た
。

〈
役
員
視
察
研
修
を
終
え
て
〉

　

今
回
の
研
修
は
、美
し
い
景
観
と
酪
農
が
調
和
し
た

ア
ル
プ
農
法
、デ
メ
タ
ー
基
準
の
バ
イ
オ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
農
法
、世
界
最
大
規
模
の
酪
農
畜
産
機
械
展（
ユ
ー
ロ

テ
ィ
ア
２
０
２
４
）、一
家
で
育
て
た
リ
ュ
ー
デ
ス
ハ
イ

ム
ワ
イ
ナ
リ
ー
、伝
統
的
な
ク
ラ
イ
ン
マ
ル
ク
ト
ハ
レ
市

場
等
を
見
て
参
り
ま
し
た
。

　

欧
州
の
気
候
や
樹
木
及
び
植
物
等
は
、大
自
然
に
囲

ま
れ
た
北
海
道
に
良
く
似
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
が
、

ス
イ
ス
の
景
観
だ
け
は
「
写
真
？
」
と
思
わ
せ
る
透
き

通
る
様
な
美
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、環
境
保
全
に
配
慮
し
た
農
業
へ
の
取
り
組
み

が
地
域
と
農
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る

と
同
時
に
、私
達
が
生
み
出
し
た
農
畜
産
物
を
自
国
の

消
費
者
の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
言
う
意
思

が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

　

主
観
で
は
あ
り
ま
す
が
、欧
州
に
は
国
の
農
業
に
対

す
る
理
解
と
食
料
供
給
に
対
す
る
国
の
責
任
が
感
じ
ら

れ
る
一
方
で
、我
が
国
の
農
業
は
諸
問
題
が
山
積
さ
れ

て
い
る
中
に
お
い
て
も
、取
り
組
み
姿
勢
が
消
極
的
で

他
人
事
の
感
が
否
め
ま
せ
ん
。
今
必
要
な
事
は
農
業
者

が
販
売
高
だ
け
で
は
計
れ
な
い
“
経
営
の
ゆ
と
り
”
を

創
出
す
る
保
護
政
策
を
早
急
に
創
り
上
げ
、廃
業
す
る

農
業
者
を
１
戸
で
も
少
な
く
す
る
事
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
視
察
研
修
に
お
い
て
、国
外
の
農
業
を
間
近

に
触
れ
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
研
修
を
糧
と
し
て
、農
業
に
携
わ
る
一
人
ひ
と
り
が
現

状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、今
後
も
諸
問
題
を
真
剣
に

考
え
役
職
員
が
一
体
と
な
り
地
域
農
業
振
興
と
Ｊ
Ａ
の

発
展
に
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
事
に
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、農
業
視
察
研
修
の
ご
報
告
と
致

し
ま
す
。

9
【全体運】�問題解決の兆しが見えています。友人や知人からの提案に目を向けてみましょう。徐々に成果が出始め

るはず
【健康運】スポーツを楽しめます。筋トレも効果あり
【幸運の食べ物】ダイコン



広報誌では、皆様からの
ご意見・ご感想を募集しております。

応募用紙の下記にあります、「ご意見・ご感想をお聞かせ下さい」欄
に是非広報誌へのメッセージや日々のつぶやきなどをご投稿下さい。
たくさんの投稿をお待ちしております。
 ●総務部企画管理課　FAX：0158（23）7186

● 今年の我が家の葉物野菜、虫達の好物だったらしく無数
の穴に悩まされました。それでも、全般的な作物は台風
や水害もなく豊作だったと思います。ペンネーム：Y.K

● 忙しい秋が終わり、少しだけゆとりのある冬になりまし
たので、孫が来るのが楽しみです。ペンネーム：ばぁば

● 後期高齢者になっても牛飼いを楽しんで（？）います。
ワンポイントアドバイス毎回楽しみにしております。
これからも宜しくお願い致します。　ペンネーム：M.Y

● 断捨離中です。物が少なくなると気持ちがスッキリし
ます。 ペンネーム：にゃにゃにゃんこ
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出身地：紋別市
出身校：紋別北高等学校

趣　味：ドライブ
特　技：パソコン

長　所：几帳面
短　所：心配性

ご縁があり、また働かせていただくことになりました。
少しでも早く皆様のお役に立てるように一生懸命頑張ります。

経済部
燃料自動車課

紋別セルフ給油所係

小
お ば た

畠 昌
しょう

■令和６年11月１日付

出身地：埼玉県春日部市
出身校：	東京YMCA

社会体育専門学校

趣　味：ゲーム、動画
特　技：水泳

長　所：社交的
短　所：短気

これからの業務に早く慣れ、戦力になれる様頑張ります。
宜しくお願い致します。

営農販売部
営農支援一課

紋別地区営農推進係

西
にしむら

村 裕
ゆたか

■令和６年12月１日付

10
【全体運】�運勢に乱れが。順調だったことにストップがかかるかと思えば、その逆も。やりやすいところから手を

付けて
【健康運】冷えに気を付けて。ストレッチで血行促進
【幸運の食べ物】ブンタン



11
【全体運】�勢いはありますが油断は禁物。手を抜かず最後までびしっと決めましょう。合理的に考えることも大切

です
【健康運】トイレは我慢しないで。肌の保湿は入念に
【幸運の食べ物】ウド



12
【全体運】��上昇運です。状況は次第に整ってきますから腰を据えて取り組んで。壁を越えることでよりスゴ技に。

金運も好調
【健康運】胃腸をいたわって。消化の良い食事にツキ
【幸運の食べ物】クワイ



13
【全体運】�人気運に恵まれ運勢は良好。方法を考えているうちに周りがやってくれることも多いでしょう。流れに

乗って
【健康運】体を動かすほどリフレッシュ。サウナも◎
【幸運の食べ物】生シイタケ



　

令
和
６
年
の
１
番
草
の
収
穫
は
、
６
月

中
下
旬
の
降
雨
に
よ
り
作
業
が
中
断
す
る

地
域
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
好
天

に
よ
り
順
調
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

農
場
で
は
令
和
６
年
産
１
番
草
の
給
与

が
始
ま
り
、
乳
牛
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
や

生
乳
生
産
に
変
化
が
現
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
今
回
は
、
令
和
６
年
産
１
番
草
細

断
サ
イ
レ
ー
ジ
の
傾
向
と
注
意
点
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

令
和
６
年
産
の
傾
向

　
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
管
内
で
粗

飼
料
分
析
を
実
施
さ
れ
た
令
和
５
年
産
と

比
較
し
た
場
合
、
高
水
分
で
は
あ
る
も
の

の
pH
が
低
く
、
発
酵
品
質
は
良
好
だ
と
推

測
で
き
ま
す
（
表
１
、８
～
11
月
分
析
実

施
分
）。
一
方
で
Ｃ
Ｐ
（
粗
タ
ン
パ
ク
質
）

が
低
く
、N

D
F

（
中
性
デ
タ
ー
ジ
ェ
ン

ト
繊
維
）が
高
め
で
し
た
。細
断
サ
イ
レ
ー

ジ
原
料
草
の
マ
メ
科
率
の
低
下
や
、
や
や

刈
り
遅
れ
気
味
だ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

ま
す
。

　

年
度
別
の
平
均
値
を
用
い
て
飼
料
給
与

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
と
こ
ろ
、

令
和
６
年
産
で
は
令
和
５
年
産
と
比
較
す

る
と
産
乳
性
が
低
下
す
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
（
表
２
）。

　

粗
飼
料
が
切
り
替
わ
る
と
乳
量
が
低
下

し
た
、と
い
う
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

飼
料
効
率
を
高
め
る
た
め
に
も
、
可
能
な

限
り
粗
飼
料
分
析
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
産
乳
性
を
維
持
す
る
た
め
に
飼
料

メ
ー
カ
ー
な
ど
と
飼
料
給
与
メ
ニ
ュ
ー
を

見
直
す
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
細
断
サ
イ
レ
ー
ジ
の
開
封
後
、

空
気
に
触
れ
る
こ
と
で
変
敗
を
起
こ
す
場

合
が
あ
り
ま
す
（
二
次
発
酵
）。
完
璧
な

網走農業改良普及センター紋別支所　TEL　0158-24-2521

令和６年産・１番草細断サイレージの傾向

表１．細断サイレージ成分の平均値（JAオホーツクはまなす管内）

表２．飼料給与シミュレーション（細断サイレージ以外は同一条件）

※NEL可能乳量：エネルギーから見込まれる乳量、MP可能乳量：代謝タンパクから見込まれる乳量
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カ
ビ
や
発
熱
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
二

次
発
酵
が
落
ち
着
く
と
こ
ろ
ま
で
細
断
サ

プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
の
利
用

　

プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
を
細
断
サ
イ
レ
ー
ジ
の

取
り
出
し
口
表
面
に
散
布
す
る
こ
と
で
、

二
次
発
酵
の
進
行
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
あ
ま
り
に
も
二
次
発
酵
が
酷
い
場

合
は
、
コ
ス
ト
面
を
考
慮
し
つ
つ
使
用
を

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

飼
料
設
計
メ
ニ
ュ
ー
を
給
与
し
て
い
て

も
、
産
乳
性
が
低
下
し
た
り
、
乳
牛
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
崩
れ
る
な
ど
の
生
乳
生

産
に
関
わ
る
悪
影
響
が
発
生
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
少
し
で
も
変
敗
し
な
い
よ
う
な

開
封
後
の
注
意
点
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

開
封
後
の
注
意
点

　

二
次
発
酵
は
、
密
閉
さ
れ
て
い
た
細
断

サ
イ
レ
ー
ジ
の
開
封
や
取
り
出
し
な
ど
で

酸
素
が
供
給
さ
れ
、
細
断
サ
イ
レ
ー
ジ
内

の
好
気
性
菌
の
活
動
が
活
性
化
す
る
こ
と

で
発
生
し
ま
す
（
図
１
）。

イ
レ
ー
ジ
を
取
り
出
し
、
サ
イ
ロ
外
へ
廃

棄
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
は
取
り
出
し
速

度
を
早
め
、
空
気
が
入
ら
な
い
取
り
出
し

方
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
（
図
２
）。

　

バ
ケ
ッ
ト
を
使
用
す
る
と
き
は
、
下
か

ら
す
く
い
上
げ
る
よ
う
に
取
る
と
、
サ
イ

ロ
内
に
空
気
が
入
り
や
す
い
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。
上
か
ら
下
へ
削
り
落
と
す
よ

う
に
取
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
細
断
サ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
出
し

面
は
、な
る
べ
く
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

取
り
出
し
面
が
凸
凹
し
て
い
る
と
、
空
気

が
入
り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

崩
し
た
細
断
サ
イ
レ
ー
ジ
も
二
次
発
酵

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
当
日
の
給
餌
分
だ

け
取
り
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

図１．細断サイレージの水分と品質の関係

細
断
サ
イ
レ
ー
ジ
状
態
の
確
認
！

○
発
熱
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

・�

外
気
温
よ
り
10
℃
以
上
高
い
と

Ｎ
Ｇ

　

・�

冬
期
は
サ
イ
レ
ー
ジ
か
ら
湯
気

○
変
色
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

・�

焦
げ
た
よ
う
な
色

　

・�

カ
ビ
と
思
わ
れ
る
青
色
や
白
色

○
異
臭
は
し
ま
せ
ん
か
？

　

・�

細
断
サ
イ
レ
ー
ジ
特
有
の
甘

酸
っ
ぱ
い
香
り
と
は
異
な
る
不

快
臭

　

・�

カ
ビ
の
臭
い

使
用
上
の
注
意
！

・�

プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
は
強
い
酸
性
で

す
。
希
釈
倍
率
な
ど
資
材
の
説
明

を
熟
読
し
、
使
用
方
法
は
厳
守
し

ま
し
ょ
う
。

・�

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る
際

は
、
飼
料
製
造
管
理
者
の
設
置
が

必
要
で
す
。

図２．取り出し方
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締切日　令和７年１月31日（金）

いつも広報誌をご覧頂きありがとうございます。「頭の体操！クロスワードパズル」です。応募人
数が少なく当選確率は高いので、どしどしご応募下さい。ご参加頂きました皆様の中から抽選で
５名の方に素敵なプレゼントをお送り致します。
多数のチャレンジをお待ちしております。

二重マスの文字をA→ Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？
出題●ニコリ

広報誌に折込んである解答用紙に答えと氏名等をご記入頂き、解答用紙に記載してある番
号へ FAX 又は各支店窓口にて締切日までにご応募下さい。ご応募の際はアンケートのご
協力も合わせてお願い致します。� ※このコーナーは組合員様のみを対象としております。

ＡＢＣＤ
ホシガキ

プレゼントが当たるチャンスです！！どしどしご応募ください♪

応 募 方 法

ルール説明

前回の答え

頭の体操！クロスワード！！ vol.
69

	1	 �宝船の絵を枕の下に入れておくとよい
ものが見られるとか

	2	 �窓を開けて取り込みます	
	3	 �カード式のホテルもあります
	5	 �中東の国のひとつ。首都はテヘラン
	6	 �きねと臼でつくもの
	8	 �「本の虫」と呼ばれることも
	12	七草を入れて炊くことも
	13	 �初詣で一年の――を祈った
	14	 �「見通しがきく」ことを願っておせち
料理に入れます

	�15	 �マスカラを付けるところ
	16	 �脊椎動物にはあります
	17	 �「Rがつかない月には食べるな」とい
われる貝

	19	 �耳が冷えないようにイヤー――をつけた

➡ヨコのカギ
	1	 �年賀状をコレからSNSなどに切り替え
る人も増えました

	4	 �サトイモの親芋のまわりにできます
	7	 �コートなどに用いる毛織物
	9	 �ここで話していても――があかないから
見に行こう

	10	 �しんしんと降り積もるもの
	11	 �箱根駅伝は10――、計 217.1kmで競
います

	13	 �さんずい、うかんむりなど
	15	 �ほうきに乗って飛べるとか
	16	 �10を3 回かけ合わせると
	17	 �縁起をかついで食べる受験生もいます
	18	 �おせち料理に入れる紅白の食材といえば
	20	 �チャールズ・チャップリンは――の王様
です

	21	 �可燃ではありません

⬇タテのカギ

今回のプレゼントは今回のプレゼントは今回のプレゼントは今回のプレゼントは今回のプレゼントは

　新年あけましておめでとうございます。

　2025 年は巳年ですね。巳年は脱皮をする蛇のイメージから「復活と再生」を意味してい

ます。植物に種子ができはじめる時期、次の生命が誕生する時期など、新しいことが始まる

年になると言われています。

　皆様の努力が実を結ぶ素敵な一年になることを願っております。今年もはまなす広報誌を

よろしくお願いいたします。� 企画管理課　小笠原　

よつ葉特選北海道牛乳よつ葉特選北海道牛乳
（各３本セット）（各３本セット）

よつ葉特選北海道牛乳よつ葉特選北海道牛乳
（各３本セット）（各３本セット）

よつ葉特選北海道牛乳よつ葉特選北海道牛乳
（各３本セット）（各３本セット）

※当選された方には職員が直接商品をお届け致します。

矢口　　勝（紋　別）　　栁田　理恵（紋　別）
温水　　愛（滝　上）

11月号当選者
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